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平成２４年７月にスタートした第４期幸区区民会議。３月１８日には第３回第４期幸区
区民会議を開催し、テーマ別に設置された２つの部会から取組状況の報告を行いました。

「みんなで見守りたい」「暮らしの安全部会」

「中学生を軸とした自助の地域防災力の向
上」に向け、エリア別防災マップの作成に向け
た検討を行い、日吉中学校と連携し「(仮称)マ
イ防災マップ」を作成していくこととしました。

【「(仮称)マイ防災マップ」のポイント】
●中学生が参加しやすい。
●中学校との連携により、生徒だけでなく、

PTAや地域の方の参加や協力等を期待で
きる。

●子どもから大人までの参加者が一緒に歩
き、考えることで防災意識の高揚と、顔
の見える関係が築ける。

①自助の重要性を踏まえ、自助に関する
検討

②エリア別防災マップに関する検討
③中学生と連携した防災訓練等の取組の

検討

○地域での活動を視察し、見守り活動団体への
インタビューを通じて現状の取組や課題につ
いて、調査審議を進めていきます。

○部会で調査審議する「見守り」の定義を
仮決定しました。

①既存の見守り体制と、区民会議の提案
のすみわけ

②市民と行政の協働による検討
③取組の方向性と現状の把握

【「見守り」の定義】
「見守り」とは、「ほっておくと（この
ひとの身に）まずいことが起こるかもし
れない」「取り返しのつかないことにな
る前に、見つけて、守ってあげたい」
そうした「思い」と「行動」

地域の課題解決に向けた

調査審議を進めています。

第2回第4期幸区区民会議
（平成24年11月12日）での報告

当面は、「防災」について、次の３つの検討
項目を調査審議していきます。

第2回第4期幸区区民会議
（平成24年11月12日）での報告

「地域の見守り体制づくり」に向け、次の3点
に留意し調査審議していきます。



今後の予定

◎第４回第４期幸区区民会議
平成２５年７月８日（月） 会場：幸市民館大会議室

※会議は、いずれも午後６時半から開催します。

○会議は傍聴できますので、ご興味のある方はぜひお越しください。
（傍聴者は先着順20名 ※専門部会は5名）

○幸区区民会議の詳細、開催スケジュール等の情報は、区ホームページにも掲載しています。

「暮らしの安全部会」

【日吉中学校における災害図上訓練】

3月12日、幸消防署が日吉中学校２年

生を対象に実施した「災害図上訓練

（DIG）」の視察を行いました。

災害図上訓練（DIG）は、Disaster

（災害）・Imagination（想像力）・

Game（ゲーム）の頭文字をとったもの

で、 「災害を（図上で）イメージする

ゲーム」です。

地域の地図を広げ、参加者が地図に地

域の特徴を書き込み、危険な場所や災害

が起きた時の行動などを議論しながら防

災意識を高める訓練で、生徒たちはみな

熱心に、活発な議論を重ねながら作業を

進めていました。

暮らしの安全部会では今回の視察結果

を参考にしながら、「（仮称）マイ防災

マップ」づくりに向け、具体的な審議を

していきます。

また、もう１つの審議テーマである、

「自転車マナー」の向上に向けた取組に

ついて調査審議を行っていきます。

「みんなで見守りたい」

【民生委員・児童委員（南河原地区）
へのインタビュー】

これまで地域で見守りを活動を行う5団
体にインタビューを行いました。

1月29日に実施した「南河原地区の民
生委員・児童委員」へのインタビュー結
果をご紹介します。

「暮らしの安全部会」
第６回 平成２５年４月１９日（金）
第７回 平成２５年５月下旬予定

「みんなで見守りたい」
第６回 平成２５年４月２２日（月）
第７回 平成２５年５月下旬予定

※その他の調査実施団体

• 塚越の「陽だまり」【1月21日実施】
• 老人クラブ（友愛チーム）【2月20日実施】
• 御幸地区社会福祉協議会（戸手中部）
「ふれあい会食会くつろぎ」【3月1日実施】

• 御幸地区社会福祉協議会
「いきいきサロンやすらぎ」【3月4日実施】

• 区社会福祉協議会（事務局）【3月19日実施】

＜活動のポイント＞
・日頃から地域とのつながりを積極的に

育んでいる
・赤ちゃんから高齢者まで、担当する地

域住民の生活をさりげなく見守り、時
には電話をかけるなど、見守り方法を
工夫している

・震災をきっかけに、災害時の助け合い
について検討している

＜課題＞
・担い手の育成・活動がしやすくなる体

制の検討が必要
・支援の必要な人の把握が困難であり、

また訪問や必要以上の付き合いを拒む
方もいる

・一人ひとりの状況が異なり、信頼関係
を築くのに時間と労力を要する


